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市の人口　50,670人
・男 25,153人（25,864人） 世帯数 20,399世帯
・女 25,606人（25,491人） （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,670人

・男 25,153人（25,864人） 世帯数 20,399世帯
・女 25,606人（25,491人） （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,670人

・男 25,153人（25,864人） 世帯数 20,399世帯
・女 25,606人（25,491人） （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,355人

・男 24,864人（25,153人） 世帯数 20,181世帯
・女 25,491人（25,669人） （20,346世帯）

４月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　51,100人

・男 25,168人（25,156人） 世帯数 21,418世帯
・女 25,932人（25,932人） （21,391世帯）

９月30日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計

10.27『 秋 の 風 景 』
（10月8日・下北町にて）
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総選挙 の投票日です

衆議院小選挙区選出議員・衆議院比例

代表選出議員・最高裁判所裁判官国民

審査の３票を投票することになります。

　
解
散
に
よ
る
第
43
回
衆
議
院
議

員
総
選
挙
が
、
10
月
28
日
に
公
示

さ
れ
、
11
月
９
日
に
投
票
が
行
な

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
同
時
に
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国

民
審
査
の
投
票
も
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
今
後
の
日
本
の
政
治
に
、
夢
と

希
望
を
託
す
大
切
な
選
挙
で
す
。

棄
権
し
な
い
で
、
あ
な
た
の
大
切

な
一
票
を
国
の
政
治
に
活
か
し
ま

し
ょ
う
。

投票所入場券は

発行していません

　むつ市では、投票所入場券は

発行していませんので、投票で

きる方は、直接あなたの投票所

で投票してください。

選
　
挙
　
権

投
票
で
き
る
方

　
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
方
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　
転
居
・
転
入
・
転
出
等
に
よ
り
、
投
票
所
が
変
更

に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

〈
年
齢
要
件
〉

　
昭
和
58
年
11
月
10
日
以
前
に
出
生
し
た
方

〈
住
所
要
件
〉

　
平
成
15
年
７
月
27
日
ま
で
に
、
む
つ
市
の
住

民
基
本
台
帳
（
住
民
票
）
に
登
録
の
届
け
出
を

し
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上
居
住
し
て
い
る
方

〈
市
内
で
転
居
し
た
方
〉

　
平
成
15
年
10
月
25
日
以
降
に
市
内
で
転
居
の

届
け
出
を
し
た
方
は
、
旧
住
所
地
の
投
票
所
で

投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
転
出
し
た
方
〉

　
平
成
15
年
７
月
９
日
以
降
、
む
つ
市
か
ら
他

の
市
町
村
に
住
所
を
移
し
て
、
ま
だ
転
出
先
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
の
選
挙

権
は
む
つ
市
に
あ
り
ま
す
。
投
票
の
方
法
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・
不
在
者
投
票
宣
誓
書
兼
請
求
書
（
市
町
村
の

選
挙
管
理
委
員
会
で
用
意
し
て
お
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
む
つ
市
選
挙
管
理

委
員
会
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

・
選
挙
人
は
前
記
に
よ
り
不
在
者
投
票
用
封

筒
、
投
票
用
紙
等
を
受
領
し
た
ら
直
ち
に
、

住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。

・
転
出
予
定
の
方
は
、
む
つ
市
選
挙
管
理
委
員

会
で
不
在
者
投
票
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
転
入
し
た
方
〉

　
平
成
15
年
７
月
28
日
以
降
に
、
他
の
市
町
村
か

ら
む
つ
市
に
住
所
を
移
し
た
方
は
、
以
前
に
住
ん

で
い
た
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
載
っ
て
れ
ば
、

転
出
し
て
か
ら
４
か
月
は
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
こ
に
行
っ
て
投
票
す
る
か
、
不
在

者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
で
き
な
い
方

・
成
年
被
後
見
人

・
禁
固
以
上
の
刑
に
処
さ
れ
、
そ
の
執
行
が
終
わ
る

ま
で
の
者
（
刑
の
執
行
猶
予
中
の
者
は
除
か
れ
る
）

・
法
律
で
定
め
ら
れ
た
選
挙
に
関
す
る
犯
罪
に
よ

り
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
刑
の
執

行
猶
予
中
の
者
、
並
び
に
選
挙
権
お
よ
び
被
選

挙
権
が
停
止
さ
れ
て
い
る
者

※
現
に
当
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
て
も
、
修
学
の

た
め
他
の
市
町
村
の
寮
・
下
宿
等
に
居
住
し
て
い

る
学
生
の
住
所
は
、
そ
の
寮
・
下
宿
等
が
原
則
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
当
市
で
は
投
票
で
き
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
そ
の
寮
・
下
宿
等
が
家
族
の
居
住

地
に
近
接
す
る
地
に
あ
り
、
休
み
以
外
に
も
し
ば

し
ば
帰
宅
す
る
必
要
が
あ
る
等
、
特
段
の
事
情
が

あ
る
場
合
は
除
か
れ
ま
す
。
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11月９日の日曜日、朝７時～夜８時は

衆議院議員
　市内各投票所と投票区域は次ページの

表のとおりです。また、この選挙に関す

る『周知用チラシ』は公示後に選挙公報

と一緒に毎戸配布しますので、チラシを

よくご覧になって、あなたの投票所を確

認してください。

この選挙について詳しくは

むつ市選挙管理委員会

�22-1111（内線780・782）

�22-7678（直通）　　　　　

不
在
者
投
票

　
不
在
者
投
票
の
事
由
が
緩
和
さ
れ
、
手
続
き
が

簡
単
に
で
き
ま
す
。
投
票
日
に
、
旅
行
や
用
事
で

投
票
所
へ
行
け
な
い
見
込
み
の
方
は

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
不
在
者
投
票
が
で
き
る
期
間
〉

10
月
28
日
か
ら
11
月
８
日
ま
で
、
土
曜
日
・
日

曜
日
・
祝
日
も
投
票
で
き
ま
す
。

〈
不
在
者
投
票
の
受
付
時
間
〉

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

〈
不
在
者
投
票
を
行
な
う
場
所
〉

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
市
役
所
北
庁
舎
１
階
）

〈
不
在
者
投
票
の
方
法
〉

　
宣
誓
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
選
挙
管
理

委
員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

宣
誓
書
の
用
紙
は
同
事
務
局
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。（
印
鑑
は
不
要
で
す
）

〈
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
（
在
宅
投
票
）〉

　
郵
便
投
票
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
の
不
在
者

投
票
用
紙
等
の
請
求
は
、
投
票
日
の
４
日
前（
11

月
５
日
）ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
人
が
署

名
し
た
請
求
書
に
郵
便
投
票
証
明
書
を
添
え
て

選
挙
管
理
委
員
会
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
の
方
法

〈
投
票
用
紙
の
色
分
け
〉

・
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
の
投
票
用
紙
は
『
白

色
』
の
紙
色
に
『
黒
色
の
イ
ン
ク
』
で
印
刷
さ

れ
て
い
ま
す
。

・
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の
投
票
用
紙
は
『
う

す
い
水
色
』
の
紙
色
に
『
赤
色
の
イ
ン
ク
』
で

印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
投
票
用
紙
は
『
ピ
ン
ク

色
』
の
紙
色
に
『
黒
色
の
イ
ン
ク
』
で
印
刷
さ

れ
て
い
ま
す
。

〈
投
票
の
順
序
〉

・
投
票
は
、
先
に
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
の
投

票
を
行
な
い
、
次
に
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

と
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
を
行

な
い
ま
す
。

〈
投
票
す
る
際
の
注
意
〉

・
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
は
、
個
人
に
投
票
し

ま
す
。
投
票
用
紙
に
は
『
候
補
者
の
氏
名
』
を

一
人
だ
け
は
っ
き
り
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。

・
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
は
、
政
党
に
投
票
し

ま
す
。
投
票
用
紙
に
は
『
政
党
の
名
称
ま
た
は

略
称
』
を
一
つ
だ
け
は
っ
き
り
と
書
い
て
く
だ

さ
い
。
候
補
者
の
個
人
名
を
記
入
す
る
と
無
効

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
投
票
用
紙
に
他
の
選
挙
の
候
補
者
の
氏
名
を
書

い
て
投
票
す
る
と
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
、
誤

り
の
な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
代
理
投
票
も
で
き
ま
す
〉

・
手
や
腕
の
故
障
な
ど
で
文
字
の
書
け
な
い
方

や
、
文
字
の
読
み
書
き
が
十
分
で
な
い
方
は
、

係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
厳
守
の
う

え
、
あ
な
た
に
代
わ
っ
て
投
票
い
た
し
ま
す
。
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お 確 か め く だ さ い

あ な た の 投 票 所
最近住所が変わった方は、前もって投票所をご確認ください。

投票所の場所がわからない場合は、市選挙管理委員会にお問い合わせください。

第10投票区の投票所が『田名部中学校』から『海老川コミュニティセンター』に変わりました。

変更地域のみなさまは十分注意ください。

投　　票　　所

柳 町 保 育 所

柳 町 集 会 所

田 名 部 町 集 会 所

横 迎 町 集 会 所

熊 野 神 社 社 務 所

小 川 町 摩 利 支 尊 天 堂

星 美 幼 稚 園

市 役 所 市 民 ル ー ム

中 央 町 内 会 集 会 所

海老川コミュニティセンター

下 北 町 集 会 所

こ ば と 幼 稚 園

苫 生 小 学 校

金 曲 集 会 所

大曲コミュニティセンター

品 ノ 木 集 会 所

土 手 内 集 会 所

斗南岡生活改善センター

樺 山 集 会 所

漁民研修センター北関根分館

関根浜漁民研修センター

漁民研修センター烏沢分館

金谷沢生活改善センター

奥 内 小 学 校

近 川 集 会 所

中 野 沢 集 会 所

山 田 町 集 会 所

大 平 小 学 校

大 平 町 保 育 所

む つ 市 公 民 館

老 人 憩 の 家 福 寿 荘

宇 田 町 内 会 館

桜 木 町 集 会 所

宇 曽 利 川 町 内 会 館

城 ケ 沢 地 区 集 会 所

角 違 公 民 館 （ 分 館 ）

投　　　　票　　　　区　　　　域

柳町一丁目～二丁目、柳町三丁目（４番～６番）、栗山町、上川町、上川

柳町三丁目（４番～６番を除く区域）、柳町四丁目、女館、槌川目、前田、道向

本町、田名部町

横迎町一丁目、横迎町二丁目

新町

小川町一丁目（７番～９番）、小川町二丁目

小川町一丁目（７番～９番を除く区域）、金谷一丁目（９番～23番）

松山町、石上谷、長坂、立山、二又、後田、松山、新川町、第二松山団地、小松ケ丘

金谷一丁目（１番～８番）、金谷二丁目、緑ケ丘、十二林、美里町、頭梨子、岩菜、矢立山

中央一丁目～二丁目

海老川町、緑町、昭和町（１番～６番）、仲町（８番）

港町、下北町

昭和町（７番～全部）、仲町（８番を除く区域）、若松町

苫生町一丁目～二丁目、金曲一丁目

金曲二丁目～三丁目、南町、赤川町、松原町、赤川ノ内並木

大曲一丁目～三丁目、南赤川町、一里小屋、釜臥荘、しもきた療育園

品ノ木、酪農

赤坂、土手内、和泉町

斗南岡、最花

宮後、尻釜、樺山

名古平、南名古平、清平、南関根、北関根、高梨、水川目、出戸、名子

美付、浜関根

川代、烏沢、新田

大室平、金谷沢、神山、陽幸園

二又、今泉、第二石蕨平、奥内、浜奥内

近川、恵光園

中野沢、中野沢開拓

山田町（６番～全部）、文京町（21番～全部）、越葉沢、松森町、荒川町

つつじヶ丘

山田町（１番～５番）、旭町、文京町（１番～20番）、真砂町、大平町（１番～20番）

並川町、大平町（21番～全部）、大湊新町

大湊浜町、大湊上町

川守町

宇田町、大湊町２番50号

桜木町、第42警戒群、大湊町（２番50号を除く区域）、大近川、桜木園、第二桜台団地

宇曽利川、堺田、大湊航空隊、早崎、石橋

新城ケ沢（中丁塚）、城ケ沢、泉沢、永下、新之助

近沢、角違、大川目

投票区

第１投票区

第２投票区

第３投票区

第４投票区

第５投票区

第６投票区

第７投票区

第８投票区

第９投票区

第10投票区

第11投票区

第12投票区

第13投票区

第14投票区

第15投票区

第16投票区

第17投票区

第18投票区

第19投票区

第20投票区

第21投票区

第22投票区

第23投票区

第24投票区

第25投票区

第26投票区

第27投票区

第28投票区

第29投票区

第30投票区

第31投票区

第32投票区

第33投票区

第34投票区

第35投票区

第36投票区
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〈
申
込
資
格
〉

　
次
の
方
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

①
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

②
破
産
者
で
復
権
を
得
て
い
な
い
方

③
市
有
財
産
の
売
却
に
お
い
て
、
落

札
者
、
当
選
人
、
買
受
人
と
し
て
の

地
位
を
失
っ
た
日
か
ら
２
年
を
経

過
し
て
い
な
い
方

〈
現
場
説
明
会
〉

11
月
12
日（
水
）午
前
10
時

む
つ
市
役
所
北
側
駐
車
場

※
車
で
現
地
に
案
内
い
た
し
ま
す
。

〈
申
込
受
付
〉

①
受
付
期
間

11
月
13
日（
木
）〜
25
日（
火
）

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く

②
受
付
場
所
…
市
管
財
課
管
財
係

③
提
出
書
類

　
一
般
競
争
入
札
参
加
申
込
書
お

よ
び
身
分
を
証
す
る
書
類

※
個
人
の
場
合
は
、
市
町
村
長
が
発
行
す
る

身
分
ま
た
は
身
元
証
明
書
、
法
人
の
場
合

は
、
商
業
登
記
簿
謄
本

④
一
般
競
争
入
札
参
加
証
の
交
付

　
申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、応
募
資
格
等
を
確
認
の
う
え
、

資
格
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方
に

一
般
競
争
入
札
参
加
証
を
交
付
し

〈
売
払
物
件
〉

・
所
在
…
む
つ
市
城
ケ
沢
上
堺
田

・
樹
種
等
…
ス
　
　
ギ
／
１
、
３
９
１
・
31
�（
３
、
３
２
２
本
）

　
　
　
　
　
ア
カ
マ
ツ
／
　
　
２
４
９
・
69
�（
６
０
０
本
）

　
　
　
　
　
ト
ド
マ
ツ
／
　
　
　
２
９
・
70
�（
１
２
１
本
）

一
般
競
争
入
札
で
市
有
林
を
売
払
い
し
ま
す

ま
す
。

※
参
加
証
は
入
札
当
日
必
要
と
な
る
の
で
大

切
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※
現
場
説
明
会
へ
の
参
加
お
よ
び
受
付
期
間

内
に
一
般
競
争
入
札
参
加
申
込
書
等
を
提

出
し
な
い
と
、
入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
入
札
日
時
〉

11
月
26
日（
水
）・
午
前
10
時
〜

〈
入
札
会
場
〉

市
役
所
北
庁
舎
３
階
会
議
室

〈
入
札
保
証
金
〉

入
札
金
額
の
５
／
100
以
上
に
相
当
す

る
金
額

〈
入
札
日
に
持
参
す
る
も
の
〉

・
一
般
競
争
入
札
参
加
証

・
印
鑑

・
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

・
入
札
保
証
金
の
領
収
書

〈
契
約
保
証
金
〉

契
約
金
額
の
１
／
10
以
上

〈
契
約
締
結
〉

落
札
決
定
の
日
か
ら
７
日
以
内

〈
搬
出
期
限
〉

引
き
渡
し
の
日
か
ら
24
か
月
以
内

〈
詳
し
く
は
〉

市
管
財
課
管
財
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
１
７
２

�

国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
と

年
金
週
間

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
伸
び
続
け
、

世
界
一
の
座
を
保
ち
続
け
て
い
ま
す
。

　
人
生
80
年
と
い
わ
れ
る
現
代
、
長
い

老
後
を
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
国

民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

　
若
い
世
代
の
人
に
は
『
年
金
』
と
聞

い
て
も
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
に
く

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、『
老
後
』
は
だ
れ
に
で
も
必

ず
訪
れ
ま
す
。
ま
た
、
病
気
や
不
慮
の

事
故
な
ど
で
、
い
つ
働
け
な
く
な
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
と
き
に
、
み
な
さ
ん
の
生
活

を
支
え
る
の
が
国
民
年
金
で
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
税
制
面
で
有

利
と
な
る
社
会
保
険
料
控
除
、
受
け
取

る
年
金
に
は
公
的
年
金
等
控
除
が
適
用

さ
れ
、
所
得
税
や
市
県
民
税
の
課
税
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
に
よ
り
、

年
金
の
実
質
価
値
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
青
森
社
会
保
険
事
務
局
と
市
町
村
で

は
、
11
月
を
『
国
民
年
金
制
度
推
進
月

間
』
と
定
め
、
県
民
の
み
な
さ
ん
に
国

民
年
金
制
度
に
つ
い
て
一
層
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
各
種
広
報

活
動
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
月
間
の
う
ち
６
日
か
ら
12
日

ま
で
を
特
に
『
年
金
週
間
』
と
し
、
公
的

年
金
制
度
全
般
の
広
報
に
努
め
、
加
入

や
保
険
料
の
納
付
を
呼
び
か
け
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ご
自
分
と
年
金
の
関

係
に
つ
い
て
再
点
検
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
情
報
⑮

動
物
由
来
感
染
症
の
種
類

（
パ
ス
ツ
レ
ラ
症
）

◎
病
気
の
特
徴
（
症
状
）

　
パ
ス
ツ
レ
ラ
は
、
犬
や
ネ
コ
の
口か

の
中
に
普
通
に
見
ら
れ
る
細
菌
で
、
咬

ま
れ
た
り
、
引
っ
か
か
れ
た
り
し
た
場

合
に
人
間
が
感
染
す
る
こ
と
が
あ
る
。

通
常
は
咬
ま
れ
た
り
し
た
場
所
が
赤
く

は
れ
た
り
す
る
だ
け
の
軽
症
で
あ
る
。

傷
が
深
い
場
合
に
は
骨
髄
炎
に
な
っ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
る
。

◎
感
染
経
路
・
感
染
状
況

　
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、
犬
の

75
％
、
ネ
コ
の
97
％
の
口
の
中
、
ま

た
ネ
コ
の
つ
め
の
20
％
に
保
有
が
見

ら
れ
る
。
人
が
か
か
る
場
合
の
約
半

数
は
犬
、
ネ
コ
の
咬
み
傷
、
か
き
傷

に
よ
る
。

　
最
近
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
鼻
や
口

な
ど
か
ら
の
呼
吸
感
染
も
報
告
さ
れ

て
い
る
。

◎
予
防

・
犬
や
ネ
コ
に
咬
ま
れ
た
り
、
ひ
っ
か

か
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
、

傷
を
受
け
た
場
合
は
、
石
け
ん
で

よ
く
洗
う
。

※
次
回
は
『
動
物
由
来
感
染
症
の
種
類
（
エ
ボ

ラ
出
血
熱
）』
で
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
環
境
対
策
課
衛
生
公
害
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
３
３
２

犬
の
登
録
事
項
変
更
届
出

　
犬
を
所
有
ま
た
は
管
理
し
て
い
る

方
で
、『
転
居
届
出
』ま
た
は『
転
出
届

出
』を
す
る
場
合
は
、『
犬
の
登
録
事

項
変
更
届
出
』も
必
ず
行
な
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
す
で
に
、
転
居
届
出
を
し
た
方
ま

た
は
登
録
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
方

で『
犬
の
登
録
事
項
変
更
届
出
』を
し

て
い
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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県
内
の
優
れ
た
工
芸
品
を
広
く
一
般

の
方
や
、
伝
統
を
受
け
継
ぐ
子
ど
も
た

ち
に
紹
介
し
、
工
芸
産
業
の
振
興
発
展

を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉

11
月
14
日（
金
）〜
16
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

※
16
日
は
午
後
４
時
ま
で

〈
ど
こ
で
〉
駅
前
市
民
ホ
ー
ル
（
弘
前
市
）

〈
ど
ん
な
〉

・
あ
お
も
り
ク
ラ
フ
ト
コ
ン
ペ
２
０
０

３
…
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
さ
れ
た
県

内
の
優
れ
た
工
芸
品
、
ク
ラ
フ
ト
作

品
を
表
彰
・
展
示

　
自
分
で
パ
ソ
コ
ン
を
組
み
立
て
た
い

方
、
パ
ソ
コ
ン
組
み
立
て
を
経
験
し
て

み
た
い
方
、
そ
し
て
そ
の
パ
ソ
コ
ン
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
に
挑

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

２
０
０
３
あ
お
も
り
伝
統
工
芸
・
ク
ラ
フ
ト
展

〜

優

れ

た

工

芸

品

を

紹

介

〜

・
青
森
県
伝
統
工
芸
士
に
よ
る
ふ
れ
あ

い
広
場
・
体
験
教
室
…
県
が
認
定
す

る
伝
統
工
芸
士
の
製
作
実
演
／
子
ど

も
た
ち
参
加
の
工
芸
品
づ
く
り
体
験

学
習

・
伝
統
工
芸
品
を
活
か
し
た
新
た
な
生

活
提
案
…
伝
統
工
芸
デ
ザ
イ
ン
試
作

品
の
展
示
／
津
軽
塗
ロ
イ
ヤ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
テ
ー
ブ
ル
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
の
提
案

〈
詳
し
く
は
〉

青
森
県
県
工
業
振
興
課

�
０
１
７－
７
３
４－

９
３
８
１

む
つ
工
業
高
等
学
校
公
開
講
座
・
Ｉ
Ｔ
講
習
会
（
青
森
県
民
カ
レ
ッ
ジ
単
位
認
定
講
座
）

パ

ソ

コ

ン

組

立

講

座

〈
い
つ
〉
11
月
17
日
（
月
）
〜
20
日
（
木
）

午
後
６
時
〜
９
時

〈
ど
こ
で
〉
む
つ
工
業
高
等
学
校

〈
参
加
費
〉
無
料

〈
準
備
す
る
も
の
〉
パ
ソ
コ
ン
キ
ッ
ト

※
パ
ソ
コ
ン
キ
ッ
ト
を
持
参
で
き
な
い
方
は
、

台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
が
、
本
校
に
あ

る
キ
ッ
ト
で
行
な
い
ま
す
。

〈
対
象
・
定
員
〉
一
般
成
人
・
10
名

〈
申
込
締
切
〉
11
月
10
日
（
月
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
工
業
高
等
学
校（
奈
良
）

�

24－

２
１
６
４

　
青
森
県
明
日
の
商
店
街
づ
く
り
事
業

実
行
委
員
会
で
は
、
県
内
商
店
街
の
各

店
舗
に
地
元
児
童
生
徒
の
作
品
を
展
示

し
て
、
商
店
街
が
持
つ
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
役
割
の
再
確
認
と
商
店
街
の
賑

わ
い
の
創
出
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
『
商
店
街
タ
ウ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』
を

昨
年
に
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
む
つ
地
区
で
の
展
示
商
店
街
お
よ
び

展
示
作
品
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
市
お
よ
び
む
つ
市
青
少
年
健
全
育
成

推
進
員
協
議
会
で
は
、
青
少
年
の
健
や

か
な
成
長
を
願
い
、
例
年
地
域
懇
談
会

を
開
催
し
、
地
域
の
み
な
さ
ま
と
青
少

年
を
と
り
ま
く
色
々
な
問
題
に
つ
い
て

話
し
合
い
な
が
ら
、
青
少
年
の
健
全
育

成
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
登
下
校
時
等
に
お

け
る
『
子
ど
も
た
ち
の
安
全
に
つ
い

て
』、
ま
た
『
親
の
し
つ
け
の
あ
り
か
た

に
つ
い
て
』
を
テ
ー
マ
に
、
次
の
日
程

に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
地
域
の
み
な
さ
ま
と
一
緒
に
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
多
数
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
作
品
展
示
期
間
〉

11
月
１
日（
土
）〜
30
日（
日
）

〈
作
品
展
示
場
所
〉

▼
田
名
部
駅
前
通
り
商
店
街

・
第
一
田
名
部
小
学
校
児
童
の
絵
画

▼
新
町
商
店
街

・
苫
生
小
学
校
児
童
の
絵
画

▼
小
川
町
商
店
街

・
第
二
田
名
部
小
学
校
児
童
の
絵
画

▼
大
湊
駅
前
商
店
街

・
大
平
小
学
校
児
童
の
絵
画

〈
詳
し
く
は
〉

市
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
５
４
２

商
店
街
に
地
元
児
童
の
作
品
を
展
示
し
て
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

『
商
店
街
タ
ウ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』
を
実
施
し
ま
す

青

少

年

健

全

育

成

地

域

懇

談

会

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

・
11
月
５
日
（
水
）

北
関
根
漁
民
研
修
セ
ン
タ
ー

・
11
月
６
日
（
木
）
…
奥
内
集
会
所

・
11
月
７
日
（
金
）
…
宇
田
町
内
会
館

い
ず
れ
も
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

〈
詳
し
く
は
〉

市
児
童
家
庭
課
青
少
年
・
社
会
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
４
１
２

　早掛レイクサイドヒルキャンプ場は、10月31日を

もって閉鎖いたします。ご利用いただき誠にありがと

うございました。

　来年度は、４月下旬よりオープンいたしますので、み

なさまのご来場をお待ちしております。

市都市計画課公園管理係

�22-1111内線633
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暮らしに役立つ

税 情報

今
月
の
税
金
の
お
知
ら
せ

　
10
月
31
日
（
金
）
は
、
市
税
と
介
護
保

険
料
（
普
通
徴
収
分
）
第
５
期
の
納
期

限
で
す
。

　
７
月
中
旬
に
、
第
２
期
分
か
ら
第
10

期
分
の
納
付
書
を
ま
と
め
て
送
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
第
５
期
分
の
納
付
書
を

お
確
か
め
の
う
え
、
納
期
限
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
都
合
に
よ

り
第
１
期
分
か
ら
第
４
期
分
の
納
付
が

遅
れ
て
い
る
方
も
、
あ
わ
せ
て
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　
市
税
の
納
付
方
法
に
は
、
自
主
納
税

の
ほ
か
に
便
利
な
口
座
振
替
や
各
町
内

会
な
ど
の
納
税
貯
蓄
組
合
に
よ
る
納
付

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
納
税
管
理
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
１
９
５
・
１
９
６

便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

  

市
税
や
介
護
保
険
料
を
忘
れ
ず
に

納
め
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
に

し
ま
す
と
、
あ
な
た
の
指
定
さ
れ
た

預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
振
り
替

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
確
実
に
納
期
に

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
口
座
振
替
の
対
象
〉

・
市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計

画
税
、
国
民
健
康
保
険
税

・
軽
自
動
車
税

・
介
護
保
険
料

〈
申
込
方
法
〉

　
取
扱
金
融
機
関
・
最
寄
り
の
郵
便

局
で『
む
つ
市
口
座
振
替
依
頼
書
』に

必
要
事
項
を
ご
記
入
、
届
出
印
を
押

印
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
の
翌
月
の
納
期
分
か
ら

振
替
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

〈
取
扱
金
融
機
関
等
〉

　
青
森
銀
行
本
・
支
店
、
み
ち
の
く

銀
行
む
つ
支
店
・
大
湊
支
店
、
下
北

信
用
金
庫
本
店
・
大
湊
支
店
、
青
森

県
信
用
組
合
む
つ
営
業
部
・
大
湊
支

店
、
東
北
労
働
金
庫
む
つ
支
店
、
は

ま
な
す
農
協
本
所
、
全
国
郵
便
局

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
納
税
管
理
係

�
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１
９
５
・
１
９
６

【
納
め
る
人
】

  

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
で
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る

自
動
車
の
所
有
者
に
対
し
て
課
税
さ

れ
ま
す
。
自
動
車
を
廃
車
に
し
て

も
、
運
輸
支
局
で『
ま
っ
消
登
録
』を

し
な
け
れ
ば
、
自
動
車
税
が
課
税
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
手
続
き
を

さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
お
早
め
に

『
ま
っ
消
登
録
』の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
年
度
の
途
中
で
移
転
登
録

で
名
義
が
変
わ
っ
て
も
、
県
外
の
登
録

番
号
に
な
ら
な
い
限
り
、
翌
年
３
月
ま

で
の
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

税
を
知
る
週
間

　
11
月
11
日
（
火
）
か
ら
17
日
（
月
）
ま

で
は
、『
税
を
知
る
週
間
』
で
す
。

　
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た
ち
国

民
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら
し
が
で
き

る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
を

見
て
も
、
社
会
保
障
の
充
実
、
住
宅
や

道
路
の
整
備
、
教
育
や
科
学
技
術
の
振

興
な
ど
、
そ
の
活
動
は
幅
広
い
分
野
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
財
源

は
税
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
税
は
、
こ
の
よ
う
に
大
切
な
財
源
で

あ
り
、
私
た
ち
が
生
活
の
向
上
と
安
全

を
願
う
限
り
ど
う
し
て
も
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
共
同
社
会
を
維
持
す

る
た
め
の
い
わ
ば
『
会
費
』
で
あ
る
と

い
え
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
も
『
暮
ら
し
を
支
え
る
税
』
を

テ
ー
マ
に
、
広
く
国
民
の
み
な
さ
ん
に

税
の
意
義
や
役
割
に
つ
い
て
理
解
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
座
談
会
な
ど
の
開

催
、
国
税
モ
ニ
タ
ー
と
の
懇
談
、『
税
に

関
す
る
作
文
』
の
表
彰
、
租
税
教
室
の

開
催
な
ど
各
種
の
広
報
・
広
聴
活
動
を

行
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
税
金
の
仕
組
み
や
使

い
道
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
税
務
署
総
務
課�

22－

３
２
９
４

【
納
税
に
つ
い
て
】

　
自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
６
月
30

日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
納

め
て
い
な
い
方
は
、
至
急
お
近
く
の

金
融
機
関
等
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

【
納
税
が
遅
れ
る
と
…
】

  

納
税
が
遅
れ
る
と
、
年
14
・
６
％

の
割
合
で
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
ほ

か
、
何
の
連
絡
も
な
く
納
付
さ
れ
な

い
場
合
は
、
給
与
・
預
金
・
電
話
加

入
権
・
不
動
産
等
の
財
産
の
差
押
え

処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ど
う
し
て
も
、
速
や
か
に
納
税
で

き
な
い
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合

は
、
む
つ
県
税
事
務
所
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

自

動

車

税

に

つ

い

て

電
話
加
入
権
公
売
に
つ
い
て

　
県
税
事
務
所
で
は
、
入
札
で
電
話

加
入
権
等
の
差
押
え
処
分
を
し
た
財

産
の
公
売
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
時
・
場
所
な
ど
詳
し
い
こ
と

は
、
む
つ
県
税
事
務
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
県
税
事
務
所
納
税
課

�

22－

８
５
８
１
内
線
２
１
０
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消
費
生
活
相
談
が
、
こ
こ
数
年
激
増

し
て
い
ま
す
。

　
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
む
つ
相
談
室
に

寄
せ
ら
れ
た
平
成
14
年
度
分
の
相
談
件
数

は
、
合
計
976
件
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
相

談
内
容
の
内
訳
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
相
談
内
容
は
、
金
融
・
保
険
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
相
談
が
圧
倒
的
に
多
く
、

次
い
で
運
輸
・
通
信
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ

消
費
者
問
題
の
あ
れ
こ
れ

〜 
だ
ま
さ
れ
な
い
で
！
　
甘
い
話
に
う
ま
い
話 

〜

て
お
り
ま
す
。
こ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ヤ

ミ
金
融
や
架
空
の
情
報
料
請
求
な
ど
の

不
当
な
請
求
に
対
す
る
苦
情
相
談
で
す
。

　
ま
た
、
内
職
商
法
・
マ
ル
チ
商
法
・

デ
ー
ト
商
法
・
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
・
資

格
商
法
な
ど
、
悪
徳
業
者
は
あ
の
手
こ

の
手
で
勧
誘
し
て
き
ま
す
の
で
、
冷
静

な
判
断
と
き
っ
ぱ
り
と
断
る
勇
気
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

分　　　　　類

商品一般

食料・住居・高熱水品

被服・保健衛生・教養娯楽

その他の商品

レンタル・リース・賃借・クリーニング

修理・補修

工事・建築・加工

金融・保険サービス

運輸・通信サービス

教養・娯楽サービス

保健・福祉サービス

内職・副業・相場

その他の役務

その他の相談

相談件数

27件

42件

68件

37件

22件

14件

11件

430件

133件

33件

28件

14件

27件

90件

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
！

　
だ
れ
か
に
話
し
て
み
る
だ
け
で
も
、

気
持
ち
は
落
ち
着
く
も
の
で
す
。

　
お
か
し
い
な
？ 

ど
う
に
か
な
ら
な
い

か
な
？ 

な
ど
、
疑
問
を
持
っ
た
ら
、
と

に
か
く
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
専
門
の
相
談
員
が
、
的
確
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
く
れ
ま
す
。

〈
困
っ
た
と
き
は
…
〉

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
む
つ
相
談
室

�

22－

７
０
５
１

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
７
か
条

一
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
　
今
だ
け
特
別
　
う
そ
っ
ぱ
ち

二
、
考
え
て
…
　『
ノ
ー
』と
言
う
の
は
　
あ
な
た
の
勇
気

三
、
支
払
は
　
な
ん
と
な
か
な
る
サ
は
　
甘
す
ぎ
る

四
、
う

ま

す

ぎ

る

　

話

に

い

つ

も

　

落

し

穴

五
、
前

払

い

　

品

物

届

く

か

　

要

注

意

！

六
、
気
を
つ
け
て
　
甘
い
誘
惑
　
や
さ
し
い
言
葉

七
、
８
日
間
　
使
え
る
切
り
札
　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
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ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
解
決
し
よ
う

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
い
う
の
は
文
字
ど
お
り
『
頭
を
冷
や
し
て
よ
く
考

え
る
』
と
い
う
意
味
で
、
そ
の
結
果
、
契
約
を
解
除
（
ま
た
は
そ
の
契
約
の

申
し
込
み
を
撤
回
）
し
た
い
場
合
は
次
の
要
件
の
も
と
に
無
条
件
で
解
除

（
ま
た
は
申
し
込
み
の
撤
回
）
が
で
き
ま
す
。

①
営
業
所
等
以
外
の
場
所
で
の
指
定
の
商
品
・
権
利
・
役
務
の
購
入
で
あ
る

こ
と
。
た
だ
し
、
指
定
商
品
で
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
適
用
に
な
ら
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す

②
契
約
書
を
受
領
し
た
日
か
ら
８
日
以
内
に
書
面
で
撤
回
を
申
し
込
む
こ
と

③
現
金
一
括
取
り
引
き
の
場
合
は
３
千
円
以
上
で
あ
る
こ
と

④
連
鎖
販
売
取
引
（
マ
ル
チ
商
法
）
契
約
に
お
け
る
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は

20
日
間ハガキによる例

次
の
契
約
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
し
ま
す
。

・
契
約
年
月
日
　
　
○
年
○
月
○
日

・
契
約
商
品
名
　
　
○
○
○
○
○
○

・
住
所
　
○
○
県
○
○
市
○
○
町
○
番
○
号

・
氏
名
　
○
　
○
　
○
　
○

○
年
○
月
○
日

郵便はがき

【
　
会
　
社
　
名
　
】

代
　
表
　
者
　
様
　
　

◎
ヤ
ミ
金
融
と
は

　
ヤ
ミ
金
融
と
は
、
貸
金
業
登
録
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
出
資
法
の
金

利
規
制（
利
息
が
年
29
・
２
％
を
超
え
る

と
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万
円

以
下
の
罰
金
ま
た
は
こ
れ
の
併
科
）
に
違

反
し
て
超
高
金
利
で
貸
し
付
け
を
行

な
う
金
融
業
者
の
こ
と
で
す
。

　
２
０
０
３
年
現
在
の
ヤ
ミ
金
融
の

金
利
は
、『
ト
ヨ
ン
』（
10
日
で
40
％
、
年

1,460
％
）
、
『
ト
ゴ
』（
10
日
で
50
％
、
年
1,825

％
）
な
ど
が
主
流
に
な
っ
て
お
り
、
中

に
は
金
利
が
１
万
％
を
超
え
る
ヤ
ミ

金
融
も
珍
し
く
は
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
も
と
も
と
ヤ
ミ
金
融
は
、
貸
金
業

の
登
録
を
せ
ず
に
無
登
録
で
営
業
を

行
な
う
、
ま
さ
に『
闇
』の
業
者
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
で
は
貸
金

業
の
登
録
を
し
た
う
え
で
出
資
法
違

反
の
超
高
金
利
で
貸
し
付
け
る
ヤ
ミ

金
融
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

◎
ヤ
ミ
金
融
の
手
口
と
特
徴

　
ヤ
ミ
金
融
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

い
る
の
は
、
サ
ラ
金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

を
利
用
し
て
返
済
困
難
に
陥
っ
て
い

る
多
重
債
務
者
や
自
己
破
産
者
、
商

工
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
返
済
困
難
に

陥
っ
て
い
る
中
小
零
細
事
業
者
な
ど

で
す
。
こ
れ
ら
の
多
重
債
務
者
や
中

小
零
細
事
業
者
の
名
簿
を
不
正
に
入

手
し
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
を
送
り
つ
け
て
融

資
勧
誘
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
新
聞
や
夕
刊
紙
、
折
込
広

告
、
チ
ラ
シ
、
看
板
な
ど
で
も
盛
ん

に
広
告
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
被
害
者
が
融
資
の
申

し
込
み
も
し
て
い
な
い
の
に
一
方
的

に
被
害
者
の
銀
行
口
座
に
１
万
円
を

振
込
み
、
そ
の
１
週
間
後
に「
利
子
を

つ
け
て
２
万
円
を
返
せ
」と
、
振
込
額

の
倍
の
返
済
を
要
求
す
る
よ
う
な『
押

し
貸
し
』と
い
わ
れ
る
悪
質
な
業
者
も

現
れ
て
い
ま
す
。

　
警
察
の
摘
発
を
免
れ
る
た
め
事
務

所
を
置
か
ず
、
携
帯
電
話
の
番
号
だ
け

を
掲
載
し
、
携
帯
電
話
で
取
り
立
て
を

行
な
う『
０
９
０
金
融
』や
金
券
販
売
の

形
式
を
と
る『
チ
ケ
ッ
ト
金
融
』、
家
財

道
具
の
リ
ー
ス
形
式
を
と
る
『
家
財

リ
ー
ス
金
融
』と
、
手
口
は
多
様
化
し

て
い
ま
す
。
契
約
書
面
の
交
付
も
な

く
、
７
〜
15
日
と
い
う
短
い
返
済
期

日
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

◎
暴
力
的
・
脅
迫
的
取
り
立
て
が
横
行

　
ヤ
ミ
金
融
は
、
も
と
も
と
違
法
営

業
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
、
債
務
者

の
返
済
が
滞
っ
て
も
法
的
手
段
で
回

収
は
行
な
わ
ず
、
専
ら
暴
力
的
・
脅

迫
的
な
取
り
立
て
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
暴
力
的
・
脅
迫
的
取
り
立
て

は
、
借
り
主
ば
か
り
で
な
く
、
家

族
・
親
族
・
近
隣
者
に
ま
で
及
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ヤ
ミ
金
融
の

暴
力
的
・
脅
迫
的
取
り
立
て
を
苦
に

し
て
、
自
殺
や
夜
逃
げ
に
追
い
込
ま

れ
る
多
重
債
務
者
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

◎
ヤ
ミ
金
融
を
利
用
し
て
し
ま
っ
た
と

き
は

　
こ
の
場
合
、
強
い
気
持
ち
を
も
っ

て
き
然
と
し
た
対
応
を
す
る
、
早
め

に
弁
護
士
な
ど
に
相
談
す
る
と
い
っ

た
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ヤ
ミ
金
融
の
最
大
の
弱
点
は
、
彼

ら
が
犯
罪
行
為
を
行
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
警
視
庁
は
今
年
１

月
に
特
別
捜
査
本
部
を
設
置
し
、
違

法
な
業
者
の
一
掃
に
乗
り
出
し
ま
し

た
。
恐
れ
る
こ
と
な
く
積
極
的
に
警

察
に
被
害
届
を
出
し
、
刑
事
告
訴
を

行
な
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

〈
出
典
〉

『
２
０
０
４
年
版
く
ら
し
の
豆
知
識
』

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
発
行

こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
用
心
！
　
ヤ
ミ
金
融
の
被
害

簡
　
易
　
書
　
留

郵便局へ

持参して

ください
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◎
高
額
な
料
金
を
請
求
さ
れ
た
例

《
携
帯
電
話
の
出
会
い
系
サ
イ
ト
で
無

料
ポ
イ
ン
ト
分
を
オ
ー
バ
ー
し
、
１

セ
ッ
ト
分
９
千
円
の
料
金
が
発
生
し

た
。
支
払
い
を
忘
れ
て
い
た
ら
１
か

月
後
に
遅
延
損
害
金
を
加
算
さ
れ

て
、
７
万
円
を
請
求
さ
れ
た
》

　
高
額
な
遅
延
損
害
金
を
支
払
う
義

務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
利
用
規

約
に
定
め
ら
れ
て
い
て
も
、
14
・
６

％
を
超
え
た
遅
延
損
害
金
は
消
費
者

契
約
法
に
よ
り
無
効
で
す
。
ま
た
取

り
立
て
業
者
や
「
債
権
を
譲
渡
さ
れ

た
」と
名
乗
る
業
者
か
ら
の
請
求
が
よ

く
あ
り
ま
す
が
、
料
金
は
サ
イ
ト
の

運
営
者
に
支
払
い
ま
す
。

◎
有
料
だ
と
は
気
が
つ
か
な
か
っ
た
例

《
１
か
月
間
ポ
イ
ン
ト
無
料
と
い
う
携

帯
電
話
の
サ
イ
ト
に
登
録
し
た
ら
、

入
会
金
３
万
円
を
請
求
さ
れ
た
。
画

面
を
見
直
し
て
み
る
と
、
ス
ク
ロ
ー

ル
し
た
ず
っ
と
下
に
規
約
が
見
つ
か

り
、
有
料
と
わ
か
っ
た
》

　
携
帯
電
話
は
画
面
が
小
さ
い
の

で
、
一
度
に
多
く
の
情
報
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
規
約

が
見
に
く
い
場
所
に
あ
る
と
見
逃
し

や
す
い
の
で
す
。

　
画
面
構
成
に
よ
っ
て
は
契
約
不
成

立
や
錯
誤
に
よ
る
契
約
の
無
効
な
ど

を
主
張
で
き
ま
す
。

◎
好
奇
心
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
は
ト
ラ
ブ

ル
の
元

　「
物
珍
し
さ
か
ら
出
会
い
系
サ
イ
ト

を
利
用
し
た
。
こ
わ
も
て
の
料
金
催

促
に
驚
い
て
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
、
学
校
名
ま
で
教
え
た
。
高
額
で

払
え
な
い
」と
い
っ
た
中
高
生
か
ら
の

携
帯
電
話
の
相
談
が
目
立
ち
ま
す
。

携
帯
電
話
は
子
ど
も
に
与
え
る
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
使
い
方
を
親
子
で

よ
く
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
出
会
い
系
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
は

特
定
商
取
引
法
、
景
品
表
示
法
、
風

俗
営
業
法
な
ど
に
違
反
し
て
い
る
疑

い
が
あ
り
ま
す
。

　
ア
ク
セ
ス
は
ト
ラ
ブ
ル
の
元
。
く

れ
ぐ
れ
も
慎
重
に
。

〈
出
典
〉

『
２
０
０
４
年
版
く
ら
し
の
豆
知
識
』

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
発
行

出
会
い
系
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
潜
む
ワ
ナ

　
『
男
女
共
同
参
画
社
会
』
な
ん
と
長
っ

た
ら
し
い
名
称
だ
。
男
と
女
が
共
に
同
じ

立
場
で
計
画
に
参
加
し
、
仕
事
を
し
て
い

く
。
大
体
そ
ん
な
と
こ
だ
ろ
う
。
わ
か
っ

た
よ
う
で
わ
か
ら
な
い
な
。
男
女
平
等
と

言
う
が
、
本
来
、
男
と
女
は
違
う
の
だ
か

ら
、
男
女
平
等
は
有
り
得
な
い
。

　
市
か
ら
、
当
然
な
が
ら
こ
れ
も
長
い
の

で
す
が
、
『
む
つ
市
男
女
共
同
参
画
推
進

懇
話
会
委
員
』
に
委
嘱
さ
れ
て
、
そ
う

思
っ
た
。

　
私
は
教
職
を
退
職
し
、
今
は
保
育
園
に

勤
務
す
る
身
、
そ
し
て
ど
ち
ら
か
と
言
う

と
古
い
世
代
の
古
い
型
の
人
間
だ
か
ら
、

大
し
た
役
に
た
た
な
い
と
思
い
、
再
三
お

断
り
し
た
が
、
結
局
、
委
員
に
委
嘱
さ
れ

て
、『
男
女
共
同
参
画
社
会
』
に
つ
い
て
の

最
初
の
感
想
は
右
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
会
議
に
参
加
す
る
う
ち

に
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
か
ら
参
加
さ
れ

た
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
を
聞
い
て
い
る
う

ち
に
、
当
初
の
感
想
が
多
少
ず
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

　
ま
ず
、
国
の
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
。

　『
男
女
共
同
参
画
社
会
』
と
は
、『
男
女

が
、
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
自

ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確

保
さ
れ
、
も
っ
て
男
女
が
均
等
に
政
治

的
、
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利
益

を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
共
に

責
任
を
担
う
べ
き
社
会
』
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
も
、
一
回
読
ん
だ
だ
け
だ
と
表
面

的
に
な
っ
て
な
ん
の
こ
と
だ
か
よ
く
わ
か

ら
な
い
。
し
か
し
、
何
回
か
読
ん
で
い
る

う
ち
に
、
ど
ん
な
社
会
を
め
ざ
し
て
い
る

の
か
、
見
え
て
く
る
。

　
つ
ま
り
、

A

　
一
つ
は
、
社
会
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
誰

A
A

A
A

A
A

A
A

A

で
も
参
画
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。

A
A

　
二
つ
目
は
、
男
女
が
対
等
な
立
場
で
あ

る
こ
と
。

A
A

A
A

A
A

A

　
三
つ
目
は
、
男
女
が
共
に
責
任
を
担
う

べ
き
こ
と
。

　
四
つ
目
は
、
結
果
と
し
て
得
ら
れ
た
利

A
A

A
A

A
A

益
は
共
に
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
。

　
さ
て
、
政
府
で
も
県
で
も
む
つ
市
で

も
、
こ
の
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
、
原
点
に
立
ち
返
っ
て
考
え
て

　
む
つ
市
男
女
共
同
参
画
推
進
基
本
計
画
『
む
つ
み
あ
い
プ
ラ
ン
』
の
策
定
に
参
画
さ

れ
た
、
む
つ
市
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
副
会
長
か
ら
の
想
い
を
お
届
け
し
ま
す
。

『
委
員
と
し
て
学
ん
だ
こ
と
』

む
つ
市
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
副
会
長
　

伴
　
　
　
良
　
治

第
35
回
み
ん
な
の
消
費
生
活
展
特
別
企
画

あ
な
た
も
狙
わ
れ
て
い
る
！

悪
質
商
法
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
…

相
談
事
例
検
討
会

考
え
て
み
よ
う
！ 

聞
い
て
お
こ
う
！

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
あ
れ
こ
れ

　
横
行
す
る
悪
質
業
者
へ
の
対
策
、
増

加
す
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
い
ろ
い
ろ
な
手
口
に
つ
い
て
、
聞
い

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
『
み
ん
な
の
消
費
生
活
展
』
に
お
い

て
、
県
内
や
む
つ
・
下
北
地
域
で
実
際

に
相
談
の
多
い
事
例
に
つ
い
て
の
検
討

会
を
特
別
企
画
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
者
に
は
今
話
題
の
Ｅ
Ｍ
製
品

（
環
境
浄
化
に
効
果
的
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

（
各
回
と
も
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
お
早

め
に
）

さ
ら
に
○
×
ク
イ
ズ
の
成
績
優

秀
者
に
は
旬
の
地
場
産
品（
活
ホ
タ
テ
、き

の
こ
、
野
菜
詰
め
合
わ
せ
等
）
３
千
円
相
当

の
品
を
進
呈
！

　
み
な
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉

11
月
８
日（
土
）

①
午
前
11
時
〜
　
②
午
後
２
時
〜

11
月
９
日（
日
）

③
午
前
11
時
〜
　
　
　
　
　
　
　

〈
ど
こ
で
〉
下
北
文
化
会
館
視
聴
覚
室

〈
講
師
〉

青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
員

〈
詳
し
く
は
〉

市
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係

�
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１
１
１
１
内
線
５
４
３
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み
る
観
点
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の

顕
著
な
も
の
を
い
く
つ
か
選
ん
で
考
え
て

み
た
い
。

一
、
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識

　
『
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
』
と
か
『
男
は

主
、
女
は
従
』
や
『
男
が
先
、
女
が
後
』
な

ど
性
別
に
よ
っ
て
役
割
や
活
動
す
る
分
野
が

あ
り
、
そ
れ
を
分
担
す
る
の
が
自
然
だ
と
い

う
固
定
的
観
念
が
あ
る
。
日
本
は
男
性
優
位

の
社
会
制
度
が
歴
史
的
に
長
か
っ
た
の
で
、

こ
の
分
担
意
識
が
根
強
く
残
っ
て
い
る
。

　
世
代
に
よ
っ
て
、
意
識
が
異
な
る
こ
と

は
あ
る
と
思
う
が
、『
男
が
主
と
か
先
』『
女

が
従
と
か
後
』
と
い
う
差
別
的
認
識
は
改

め
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、『
男

は
仕
事
、
女
は
家
庭
』
と
言
う
の
は
、
固
定

的
に
考
え
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
型
で
幸
せ
な
家
庭
も
あ
る
の
だ
か
ら
、

絶
対
に
否
定
す
る
の
で
な
く
、
容
認
す
る

柔
軟
性
が
あ
っ
て
い
い
と
思
う
。

二
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
こ
と

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、『
女
ら
し
さ
』『
男

ら
し
さ
』
と
い
っ
た
社
会
的
、
文
化
的
側

面
か
ら
み
た
性
差
の
こ
と
と
定
義
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
生
物
学
的
性
差

を
セ
ッ
ク
ス
と
い
う
。

　
解
説
を
読
む
と
、
男
女
が
性
別
に
か
か

わ
り
な
く
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
そ
の

能
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
な
ジ
ェ
ン

ダ
ー
に
基
づ
く
偏
見
を
職
場
や
家
庭
、
地

域
で
も
見
直
し
て
い
く
と
な
っ
て
い
る
。

　
男
女
の
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
男
女

平
等
に
対
等
に
そ
の
能
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
に
職
場
で
も
家
庭
で
も
考
え
て
い
く

こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

な
ど
は
、
職
場
で
、
女
性
管
理
職
登
用
な

ど
順
次
進
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
私
は
教
師
だ
っ
た
の
で
学
校
の
こ

と
を
考
え
る
と
、
女
性
の
先
生
が
校
長
先

生
や
教
頭
先
生
に
驚
く
程
た
く
さ
ん
登
用

さ
れ
て
い
る
。
昔
な
ら
考
え
ら
れ
な
い
こ

と
で
、
世
の
中
だ
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

　『
女
性
が
自
ら
の
意
識
と
能
力
を
高
め
、

家
庭
や
地
域
、
職
場
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
、
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的

に
力
を
つ
け
る
こ
と
、
及
び
そ
う
し
た
力

を
も
っ
た
主
体
的
存
在
と
な
り
、
力
を
発

揮
し
行
動
し
て
い
く
こ
と
を
い
い
ま
す
。』

　
こ
の
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
こ

そ
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
源

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
だ
ま
だ
、
日
本
は
男
性
優
位
の
社
会

だ
と
か
、
固
定
的
役
割
分
担
で
女
性
が
差

別
さ
れ
て
い
る
と
か
愚
痴
を
言
っ
て
い
な

い
で
、
女
性
は
ど
の
分
野
で
も
男
性
だ
と

か
女
性
だ
と
か
に
か
か
わ
ら
ず
に
活
躍
で

き
る
パ
ワ
ー
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
な
よ

う
な
気
が
す
る
。

　
世
の
中
、
所
詮
男
と
女
の
世
界
で
あ

る
。
な
に
も
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現

さ
せ
る
法
律
を
作
っ
た
り
、
国
を
挙
げ
て

法
律
的
に
行
政
的
に
施
策
を
し
な
く
て

も
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
認
め
合
っ
て
仲
良

く
、
協
力
し
合
っ
て
い
け
な
い
も
の
か
と

も
思
う
。

　
終
わ
り
に
、
男
女
平
等
に
つ
い
て
の
価

値
観
や
意
識
は
、
幼
児
期
か
ら
の
教
育
に

大
き
く
左
右
さ
れ
る
と
い
う
。
青
年
期
に

な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
、
幼
児
期
の

教
育
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
つ
け

加
え
て
お
き
た
い
。

　
む
つ
市
立
図
書
館
で
は
、
市
民
の
皆

様
に
図
書
館
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
き
、
さ
ら
に
、
読
書
と
創
作
に

対
す
る
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
『
む
つ
市
立
図
書
館
詩
歌
コ
ン
ク
ー

ル
』
の
作
品
募
集
を
い
た
し
ま
す
。

　
優
秀
作
品
に
は
賞
状
を
贈
呈
し
、
広

報
紙
等
で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定

で
お
り
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

〈
応
募
資
格
〉

む
つ
市
在
住
の
方

※
む
つ
市
に
通
学
、
通
勤
す
る
方
を
含
み
ま
す

〈
応
募
内
容
〉

　
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
、
各
部

門
と
も
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校

生
、
一
般
毎
に
募
集
し
ま
す
。

▼
詩
の
部

　
応
募
点
数
は
２
編
ま
で
と
し
、
１

編
に
つ
き
400
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚

ま
で
と
し
ま
す
。

※
所
定
の
付
箋
用
紙
ま
た
は
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
た
も
の
を
貼
付

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
部

　
応
募
点
数
は
３
句
ま
で
と
し
、
所

定
の
応
募
用
紙
ま
た
は
官
製
ハ
ガ
キ

（
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
）

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
所
定
の
応
募
用
紙
お
よ
び
付
箋
用
紙
は
、

む
つ
市
立
図
書
館
、
市
役
所
窓
口
、
各
連
絡

所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

〈
応
募
期
間
〉

平
成
15
年
11
月
１
日（
土
）

〜
平
成
16
年
１
月
24
日（
土
）必
着

〈
応
募
方
法
〉

む
つ
市
立
図
書
館
ま
で
郵
送
ま
た
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

〒
０
３
５－

０
０
７
３

む
つ
市
中
央
二
丁
目
３
番
10
号

　
む
つ
市
立
図
書
館

『
詩
歌
コ
ン
ク
ー
ル
』係
宛

�
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３
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平
成
15
年
度

む
つ
市
立
図
書
館
詩
歌
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

〜
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
４
部
門
〜

老
人
医
療
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ

高
額
医
療
の
申
請
手
続
き
は

お
済
み
に
な
り
ま
し
た
か
？

　
昨
年
10
月
の
健
康
保
険
制
度
な
ど
の
改
正

に
よ
っ
て
、
外
来
の
月
額
上
限
制
は
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
１
か
月
の
自
己
負
担
限
度
額

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
か
月
の
医
療
費

が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、
老
人
医
療
年
金
係

の
窓
口
で
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、
限
度

額
を
超
え
た
分
が
後
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
受
給
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

で
計
算
方
法
等
を
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た

が
、
１
か
月
の
医
療
費
が
こ
の
限
度
額
を
超
え

て
い
る
か
ど
う
か
計
算
す
る
の
は
非
常
に
複
雑

で
わ
か
り
に
く
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
受
給
者
の
み
な
さ
ん
が
病
院
等

に
か
か
っ
た
際
の
受
診
記
録
（
診
療
報
酬
明

細
書
）
を
元
に
、
国
保
連
合
会
に
委
託
を
し

て
、
高
額
医
療
費
に
該
当
す
る
方
を
抽
出
し

て
い
た
だ
き
、
申
請
手
続
き
の
連
絡
を
し
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
申
請
手
続
き
は
一
度
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
そ
れ
以
降
の
手
続
き
は
不
要
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
通
知
を
受
け
取
っ
て
も

ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
手
続
き
に
お
い
で
に
な
る
際
は
、

こ
の
通
知
書
と
健
康
保
険
証
、
老
人
医
療
受

給
者
証
、
印
鑑
お
よ
び
郵
便
局
を
除
く
金
融

機
関
の
預
金
通
帳
（
受
給
者
が
複
数
い
る
場

合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
も
の
）
を
ご
持
参
の
う

え
、
国
保
年
金
課
老
人
医
療
年
金
係
ま
で
お

い
で
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
国
保
年
金
課
老
人
医
療
年
金
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
３
２
５
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詳しくは市立図書館へ

�２８－３５００

２８－３４００
 は休館日です。

11月の図書館カレンダー

・・・・・・・・・・　今月の新着案内　・・・・・・・・・・

水

5
12
19
26

金

7
14
21
28

土

1
8
15
22
29

木

6
13
20
27

月

3
10
17
24

道 半 ば

向田邦子暮しの愉しみ

あ な た も 俳 句 名 人

吉 本 隆 明 詩 集

ト ゲ ト ゲ の 気 持

猫 の シ ッ ポ

日 本 人 へ の 遺 言

地球の裏のマヨネーズ

なぜ人は恐ろしいことをするのか

エ ク ソ フ ォ ニ ー

女 の と な り

師・清水文雄への手紙

秋 の 童 話

ペ ギ ー ・ ス ー

運 命 で は な く

汝 の 名

異 形 の 城

浪 々 を 選 び て 候

黒 く 塗 れ

ナ ナ イ ロ ノ コ イ

星 空 の お く り も の

博 士 の 愛 し た 数 式

武 家 用 心 集

秘 恋

まひるの月を追いかけて

ダブルミッション　上・下

女 王 と 海 賊

陳 　 舜 臣

向 田 邦 子

鷹 羽 狩 行

吉 本 隆 明

阿　川　佐和子

安 部 譲 二

草 柳 大 蔵

椎 名 　 誠

曽 野 綾 子

多和田　葉　子

乃 南 ア サ

三　島　由紀夫

オ 　 ス ヨ ン

セルジュ・ブリュソロ

ケルテース・イムレ

明 野 照 葉

東 　 秀 紀

岩　井　三四二

宇江佐　真　理

江 国 香 織

太 田 治 子

小 川 洋 子

乙　川　優三郎

小　野　友貴枝

恩 田 　 陸

門 田 泰 明

茅 田 砂 胡

【 文　　　　学 】

あ か ち ゃ ん の 絵 本 箱

えほんのせかいこどものせかい

浮 世 道 場

ト リ ビ ア の 泉 ３

アガリ症を７日間で克服する本

輝いて、シニアライフ

祈 り の 言 葉

コーランを知っていますか

考 古 学 を 知 る 事 典

ル ソ ン 島 戦 場 の 記 録

ゾ ル ゲ の 見 た 日 本

プロジェクトＸ挑戦者たち１８

ナイチンゲール神話と真実

時 代 を 刻 む 精 神

ど っ こ い し ょ 日 本

日本をダメにした政治のカラクリ

プライバシーがなくなる日

公益とまちづくり文化

和算を教え歩いた男・続

森 か ら の 伝 言

サメのおちんちんはふたつ

救 急 蘇 生 法 の 指 針

介護現場で役立つ高齢者救急ハンドブック

吉 備 人 出 版

松 岡 享 子

群　　　ようこ

講 談 社

松 本 幸 夫

中 村 　 義

青 山 圭 秀

阿刀田　　　高

熊 野 正 也

沢 田 　 猛

ゾ ル ゲ

日本放送出版協会

ヒュー・スモール

鎌 田 　 慧

貝 　 雄 文

福 岡 政 行

明 石 書 店

小 松 隆 二

佐 藤 健 一

野 沢 幸 平

仲 谷 一 宏

へ る す 出 版

鶴 岡 　 広

火

4
11
18
25

日

2
9
16
23
30

【 図　書　・　評　論 】

【 哲学・心理学・宗教 】

【 歴史・地理・伝記 】

【 政治・社会・風俗 】

【 自然・医療・健康 】

ごみ焼却技術絵とき基本用語

タ ー ン ア ラ ウ ン ド

図 解 運 転 テ ク ニ ッ ク

ブ ラ の 本

心が踊る布が踊る和布のスカート

彼に編みたい定番ニット

世界でいちばん愛される絵本たち

暮らしの中の布箱づくり

幸 田 姉 妹

第三帝国と音楽家たち

マ リ ア ・ カ ラ ス

わ が 心 に 歌 え ば

映 画 主 義 者 深 作 欣 二

イチロー北野武キャッチボール

シ エ ラ レ オ ネ

調べてみようエネルギーのいま・未来

身近な道具と機械の図鑑

フントの車いす屋さん

も じ と 絵

１ １ の 声

デルトラ・クエストⅡ　１

お さ る の も り

台所のおと　みそっかす

海 の 銀 河

お ば け う ん ど う か い

オ ー ム 社

デビッド・マギー

川 崎 純 子

青 山 ま り

今 村 洋 子

雄 鶏 鳥

白 泉 社

広　岡　ちはる

萩　谷　由喜子

マイケル・Ｈ・ケイター

ユルゲン・ケスティング

久 世 光 彦

立 松 和 平

イチロー（述）

山 本 敏 晴

槌 屋 治 紀

Ｐ Ｈ Ｐ 研 究 所

佼 成 出 版 社

ア ー ト ン

カ レ ン ・ ヘ ス

エミリー・ロッダ

い と う ひ ろ し

幸 田 　 文

と き あ り え

矢 玉 四 郎

【 環境・家庭・料理 】

【 芸術・スポーツ 】

【 絵本・児童書 】



( 1 3 )

　今年、８月22日から24日まで新潟県佐渡島で第15回目のアー

ス・セレブレーションが行われました。アース・セレブレーション

の様な祭りは私にとって今年初めてでした。

　８月21日（木）、田名部祭りの『五車別れ』が終わってから８時

間後、むつ市を出発しました。下北半島では田名部祭りが終われ

ば、夏も終わりと言われていますが、出発日の天気は今年1番の夏

らしい天気だったかもしれません。朝８時半頃でしたが、車に荷物

を詰めただけで汗をかいていました。テントとリュックを詰め込

み、南の方へと向かいました。

　青森県、秋田県、宮城県、福島県、そして新潟県の緩やかな緑の

丘、青空と木綿の様な白い雲がすごく綺麗な風景の中10時間以上

友人達と交替で車を運転しましたが、少ししか疲れませんでした。

　アース・セレブレーションは22日（金）佐渡島で開催されます

ので、木曜日の夜は新潟市のキャンプ場に泊まることにしました。

むつ市からのとても長い距離より、新潟市内からキャンプ場までの

短い距離の方が疲れました。なぜかと言いますと持っていた地図は

あまり良くありませんでしたし、都市での運転は渋滞ばかりでし

た。また、晩ご飯をまだ食べていないので皆がイライラしていまし

た。しかし、キャンプ場を見つけてテントを張った後素晴らしい公

衆浴場を見つけました。露天風呂が４つあり、一つは洞窟の中、そ

して木製風呂もありました。風呂の中で疲れを取って気分が再び良

くなりました。その後近くの安いファミリー・スパゲティー・レス

トランで夕食を食べ、深夜１時頃ようやく寝ました。

　佐渡島へ渡るカー・フェリーに間に合うために翌朝の蒸し暑さの

中早めに起き、再び荷物を詰めて新潟の港へ行きました。フェリー

は大間～函館間のフェリーの倍位もある大きな船でした。新潟から

佐渡まで約２時間ずっと寝ていましたが、太陽がだんだん昇り30

℃位になり、着陸した時はとても暑かったです。

　フェリーを降りてから佐渡の南の方の『小木』という町へ行く途

中、朱鷺を見る期待を持って道の駅によりました。残念ながら道の

駅には一匹もいませんでした。しようがなく替わりにおいしいアイ

スを食べて、残りの40分運転しました。想像通り佐渡は綺麗な島

でした。田んぼがいっぱいがあり、海岸と山は言葉でうまく伝える

事ができない程の美しさでした。

　小木の街に入ると、たくさんの屋台があり、外国の料理や楽器、

服などを売っていました。他の巡っている人々はいろいろな国から

来たみたいです。それから小木の港でたくさんのたらい船が海の上

に浮かんでいました。お客さんを乗せたたらい船を、船頭がじょう

ずにバランスをとりながらあちらこちらに漕いでいました。（メモ:

７月８月下旬号の市政だよりを読んだ方は、ダグラス・ブルックス

さんの話を思い出したのではないでしょうか。）

　私達がキャンプをした所はちゃんとしたキャンプ場ではなかった

下北文化会館・大ホール11月の催し物案内
�１日～３日・７～９日 …………………………………《入場無料》

第34回『むつ市民文化祭』
�16日（日）10:30～16:00 ……………………………《入場無料》

平成15年『こども郷土芸能フェスタ21』
�21日（金）9:20～12:00 ………………………………《入場無料》

第39回『むつ市小学校音楽祭』
�22日（土）9:30～11:30 ………………………………《入場無料》

第25回『こばと幼稚園お遊戯会』
�22日（土）18:30～20:30 ……………………………《入場無料》

第35回『ウェンズデーコーラス定期演奏会』

　国際交流員

ター・ディビット

�24日（祝）9:30～11:40 ………………………………《入場無料》
第25回『海の子保育園お遊戯会』

�24日（祝）①14:00～ ②18:00～《前売券・大人1,000円ほか》
アニメ映画『もも子～かえるの歌がきこえるよ』

�29日（土）・30日（日）…………………………………《入場無料》
2003東京堂ヤマハ音楽教室ピアノ発表会

〈詳しくは〉
下北文化会館　�22-8411

交 流 の リ ズ ム
のですが、『キャンプしてはいけない』という看板が無ければどこ

でも大丈夫だったみたいです。テントを張ってから屋台を巡りすご

くおいしいタイ豚肉ご飯と上海肉まんを食べて会場へ行きました。

　コンサートの座席は自由席なので、早めに会場へ行けば良い場所

に座ることができます。しかし、あまり混んでいませんでしたので

早く行かなかった私達でも良い場所に座ることができました。

　佐渡の大自然を舞台に、二つの素晴らしいドラム団体が出演しま

した。１日目は太鼓のグループ『鼓動』が演奏しました。エネルギー

いっぱいの太鼓のリズムと柔らかい風のような篠笛や雨滴のような

琴の音が素晴らしい耳の鼓舞になりました。プレイヤーの動きとダ

ンサーのしなやかな動作を見て、音楽だけではなく、視覚的な魅力

もありました。

　2日目は『クリバリー・ファミリー』の西アフリカ・ブルキナファ

ソのブワ族の団体が出演しました。男性7名、女性2名の9名で来

日しました。ブワ族に伝わる伝統を今日に活かし、ジャンベやバラ

フォンなどのアフリカの民俗楽器を使ったリズムとダンスによる華

やかな舞台でした。『鼓動』と雰囲気が違い、『クリバリー』はもっ

と実力的な舞台度胸がありました。バチをあまり使わないのですが

手の早い動きがリズムとぴったりでした。そして、2日目のアン

コールの時、『クリバリー』が『鼓動』を舞台に誘って一緒に演奏

しました。違う文化や歴史にかかわらず、一つのグループで一つの

リズムをたたきました。異国から集った観客者が踊ったり、拍手し

たりしました。皆、笑顔が光って、実に見事なパフォーマンスでし

た。

　3日目のコンサートも『鼓動』と『クリバリー』と一緒に演奏す

る予定でしたが、残念ながら時間がなく帰らなければなりませんで

した。しかし、2日間だけでも見る機会があり、本当に楽しむこと

ができました。

　戦争の代わりにこの様なコンサート、兵士の代わりにドラムのプ

レイーヤーを増やせば良いと思います。人間は了見の狭い傾向があ

ると思います。他国の生き方や少し違う習慣等を認めないことが悪

い癖です。他の生き方などをもっと許せないと怒りや差別などが広

がり、暴力的になってしまいます。そして、暴力行為は更に暴力行

為になるしかないと思っていますので平和を目指

すのであれば、皆、各国の人々が一緒に平和のよ

うな事業をやらなければなりません。お互いの文

化を祝ったり、楽しんだりすれば国際理解等がで

きると思います。佐渡で行ったアース・セレブ

レーションが一つの素晴らしい例だと思っていま

す。他国のパフォーマーと観客者が一緒に人生を

祝いました。人間が戦うより楽器をたたく方が良

いでしょう？
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生涯学習に関するご相談は市教育委員会へ ...

　生涯学習課 内線732 市公民館 �24-1224
　保健体育課 内線742 市立図書館 �28-3500
※　市役所は、�22-1111（代表）です。

～いつでも・どこでも・だれでも～

生涯学習のまちづくり平成16年成人式は

１月11日（日）です！

む
つ
市
Ｉ
Ｔ
講
習
受
講
者
募
集

　
次
の
各
コ
ー
ス
で
若
干
名
募
集
し
ま
す
。

◎
ワ
ー
プ
ロ
基
礎
講
習

　
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
経
験
の
あ
る
方

を
対
象
に
し
た
Ｉ
Ｔ
と
ワ
ー
プ
ロ
ソ

フ
ト
の
基
礎
講
習
で
す
。

〈
い
つ
〉

11
月
26
日（
水
）〜
29
日（
土
）

・
午
後
コ
ー
ス

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

・
夜
間
コ
ー
ス

午
後
６
時
〜
９
時

◎
Ｉ
Ｔ
基
礎
講
習

　
パ
ソ
コ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

は
じ
め
て
の
方
が
対
象
で
す
。

〈
い
つ
〉

12
月
10
日（
水
）〜
13
日（
土
）

・
午
前
コ
ー
ス

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

・
午
後
コ
ー
ス

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉
下
北
文
化
会
館

〈
受
講
料
〉
無
料

※
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
千
円
か
か
り

ま
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
生
涯
学
習
課

�

22－

１
１
１
１
内
線
７
３
２

　
平
成
16
年
の
成
人
式
は
、
１
月
11
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
国
民
の
祝
日
・

成
人
の
日
で
あ
る
１
月
12
日
（
祝
）
よ

り
１
日
早
い
開
催
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
む
つ
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

に
は
10
月
中
旬
に
案
内
状
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

〈
対
象
〉

　
昭
和
58
年
４
月
２
日
〜
昭
和
59
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

　
市
外
に
住
所
の
あ
る
方
も
参
加
で

き
ま
す
。

　
進
学
や
就
職
等
で
市
外
に
お
住
ま

い
の
方
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
生

17
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介

（
平
成
15
年
成
人
式
プ
ロ
グ
ラ
ム
よ
り
原
文
の
ま
ま
、
氏
名
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
り
か
え
し
案
内
状
を
お
送
り
い
た

し
ま
す
。

　
式
典
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
名
前
を
掲

載
し
ま
す
の
で
、
申
込
は
お
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。（
11
月
20
日
ま
で
）

【
二
十
歳
の
17
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集
】

　
二
十
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
17
文
字
で

伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
成
人
式
案
内
状
に
あ
る
、
出
欠
確
認

用
返
信
ハ
ガ
キ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
欄
に
書

い
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
式
典
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

平
成
15
年
度

こ
ど
も
郷
土
芸
能
フ
ェ
ス
タ
21

　
郷
土
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
を
こ
ど

も
た
ち
が
元
気
に
披
露
し
ま
す
。
あ

わ
せ
て
下
北
の
大
人
団
体
の
特
別
出

演
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

県
内
各
地
の
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

演
技
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉
11
月
16
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
〜

〈
ど
こ
で
〉
下
北
文
化
会
館

〈
出
演
団
体
・
演
目
〉

・
子
ど
も
：
奥
内
歌
舞
伎
保
存
会
（
白

浪
五
人
男
・
む
つ
市
）
、
小
田
野
沢
こ

ど
も
会
（
神
楽
『
二
人
平
獅
子
』・
東
通

村
）
、
蟹
田
町
立
蟹
田
中
学
校
（
風
太

鼓
・
蟹
田
町
）
、
黒
石
市
立
上
十
川
小

学
校
（
鹿
獅
子
踊
り
・
黒
石
市
）
、
木
造

町
立
出
野
里
小
学
校
（
出
野
里
獅
子

踊
り
・
木
造
町
）
、
鶴
喰
鶏
舞
保
存
会

（
鶴
喰
鶏
舞
・
六
戸
町
）
、
倉
石
村
立
石

沢
小
学
校
（
南
部
駒
踊
り
・
倉
石
村
）

・
大
人
：
新
盛
組
（
祭
囃
子
・
お
し
ま
こ

踊
り
・
む
つ
市
）
、
蒲
野
沢
青
年
会
（
能

舞
『
鐘
巻
』・
東
通
村
）

〈
入
場
料
〉
無
料

〈
詳
し
く
は
〉

県
教
育
庁
文
化
財
保
護
課

総
務
・
文
化
財
グ
ル
ー
プ

�
０
１
７－

７
３
４－

９
９
２
０

平
成
16
年
む
つ
市
成
人
式
・
１
月
11
日
（
日
）
で
す

　
・
夢
を
な
お
、
幾
つ
も
持
ち
つ
つ
　
成
人
す
る

　
・
成
人
だ
　
心
機
一
転
　
が
ん
ば
る
ぞ
!!

　
・
は
れ
ば
れ
と
　
は
は
と
む
き
あ
う
　
か
ど
で
か
な

　
・
成
人
式
　
夢
と
希
望
を
　
胸
に
秘
め
…

　
・
は
つ
ら
つ
と
　
厳
し
い
時
代
　
生
き
抜
く
ぞ

　
・
目
を
こ
す
り
　
ふ
と
見
た
鏡
　
父
の
顔

　
・
け
じ
め
の
ひ
　
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
で
　
ゆ
め
め
ざ
し

　
・
人
よ
り
も
　
す
て
き
な
20
才
に
　
な
っ
て
や
る

　
・
辞
め
ま
す
と
　
言
っ
ち
ゃ
い
た
い
け
ど
　
就
職
難

　
・
あ
あ
二
十
歳
　
な
っ
て
み
れ
ば
　
ま
だ
子
供

　
・
た
く
さ
ん
の
　
夢
を
も
ち
た
い
　
い
つ
ま
で
も



( 1 5 )

　
昭
和
の
初
め
の
頃
（
約
75
年
前
）、
下

北
に
動
力
船
が
入
っ
て
く
る
ま
で
は
、

て
ん

と

沿
岸
漁
業
に
は
各
種
の
磯
舟
、
天
当
船

か
わ
さ
き

や
川
崎
船
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
サ
ン

パ
（
三
半
）
船
も
同
じ
で
、
北
海
道
の
鰊

漁
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
同
型
で
、
む

つ
・
下
北
で
は
鰯
漁
の
地
引
き
網
の
と

き
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
サ
ン
パ
船
は
、
長
さ
５
間
５
尺

（
約
10
・
５
ｍ
）
最
大
幅
は
１
間
１
尺
（
約

２
・
１
ｍ
）、
深
さ
２
尺
（
約
60
㎝
）
で

あ
っ
て
、
舳
（
へ
さ
き
）
は
波
切
り
が
よ

く
造
ら
れ
て
い
た
。
左
右
の
舷
（
船
べ

り
）
に
は
12
の
縄
輪
が
つ
い
て
い
て
、
こ

の
輪
に
櫂
を
通
し
て
漕
ぐ
よ
う
に
な
っ

む
つ
市
の
文
化
財
め
ぐ
り
（
18
）

〜
生
活
・
生
産
用
具
・
漁
（
民
俗
資
料
）
〜

む
つ
市
文
化
財
審
議
委
員

　
遠
　
藤
　
克
　
巳

サンパ船

て
い
る
。

　
船
底
の
シ
キ
材
は
ケ
ヤ
キ
で
、
下
ダ

ナ
、
上
ダ
ナ
は
、
ヒ
バ
や
ス
ギ
材
を
使
用

し
、
４
枚
の
ハ
ギ
の
や
や
大
型
の
漁
船

で
あ
る
。
こ
の
サ
ン
パ
船
は
む
つ
市
の

川
代
の
浜
で
鰯
の
地
引
網
漁
に
用
い
ら

れ
て
い
た
。
20
数
年
前
に
補
修
し
て
収

蔵
庫
に
保
存
し
て
い
る
が
、
現
存
す
る

の
は
下
北
で
は
こ
の
１
艘
だ
け
で
あ
る
。

　
ま
た
、
川
崎
船
は
イ
カ
ツ
ケ
（
イ
カ

釣
り
）
に
用
い
た
大
型
漁
船
で
現
在
に

は
な
く
、
サ
ン
パ
船
と
と
も
に
往
時
の

鰯
、
イ
カ
漁
で
活
躍
し
た
構
造
和
船
で

あ
っ
た
。

文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
受
講
生
募
集

　
下
北
に
は
国
・
県
・
市
指
定
の
貴
重

な
文
化
財
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

日
々
変
化
す
る
暮
ら
し
の
中
で
忘
れ
去

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
文
化
や
歴
史
、

自
然
が
あ
り
ま
す
。

　
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
は
、

ふ
る
さ
と
に
あ
る
文
化
財
等
に
つ
い
て

専
門
的
な
知
識
・
技
術
を
習
得
し
、
文

化
財
の
研
究
・
説
明
・
発
掘
等
に
対
応

で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
こ

と
を
目
的
に
平
成
13
年
度
よ
り
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
『
無
形
民
俗
文
化

財
』
コ
ー
ス
を
開
催
し
ま
す
。

　
知
識
得
る
だ
け
の
学
習
で
は
な
く
、

自
ら
の
興
味
を
発
展
さ
せ
、
文
化
を
大

切
に
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て

い
か
す
、
新
し
い
形
の
講
座
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

〈
参
加
費
〉
無
料

※
『
下
北
地
域
郷
土
芸
能
発
表
会
』
の
回
は
、

チ
ケ
ッ
ト
を
各
自
購
入
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
必
要
で
す
（
１
千
円
）

〈
申
込
期
間
〉

11
月
４
日（
火
）〜
14
日（
金
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

〈
定
員
〉
30
名

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
生
涯
学
習
課
文
化
係

�
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１
１
１
１
内
線
７
３
３

※原則２時間で１単位とし、10単位取得者に修了証を授与し、文化財ボランティア名簿に登録します。
※興味のある回のみ参加したい方でも歓迎しますので、事前に担当までご連絡ください。

月　　日

11月19日（水）

11月25日（火）

12月11日（木）

12月18日（木）

　１月16日（金）

　１月23日（金）

　１月30日（金）

　２ 月　６ 日（金）

　２月13日（金）

　３ 月　７ 日（日）

時　　間

10:00～ 12:00

10:00～ 12:00

10:00～ 12:00

10:00～ 12:00

夜

10:00～ 12:00

10:00～ 12:00

10:00～ 12:00

10:00～ 12:00

13:00～ 16:00

場　　所

市 立 図 書 館

市 立 図 書 館

市 立 図 書 館

市 立 図 書 館

東 通 村 鹿 橋

市 立 図 書 館

市 立 図 書 館

市 立 図 書 館

市 立 図 書 館

下 北 文 化 会 館

テーマ・内容

無形民俗文化財とはなにか

下 北 の 信 仰

下北の民俗芸能・P a r t 1

下北の民俗芸能・P a r t 2

能 舞 見 学

慣習と年中行事・P a r t 1

慣習と年中行事・P a r t 2

方言といわれことば・Pa r t 1

方言といわれことば・Pa r t 2

下北地域郷土芸能発表会見学

講　　師

遠　藤　克　巳

澤　田　光　夫

太　田　善之助

太　田　善之助

太　田　善之助

遠　藤　克　巳

遠　藤　克　巳

遠　藤　克　巳

遠　藤　克　巳

----------------------

単位

１

１

１

１

３

１

１

１

１

２

時間

２

２

２

２

５

２

２

２

２

３
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春
　
夏
　
秋
　
冬

す
み
か

・
開
発
に
か
も
し
か
は
棲
処
押
さ
れ
て
か
庭
の
一
位
に
た
び
た
び
来
お
り

布
　
施
　
汎
　
子

・
夕
暮
れ
を
群
れ
て
烏
は
帰
り
た
り
喧
噪
と
な
る
菩
提
寺
の
森

本
　
田
　
よ
　
し

・
十
年
後
は
つ
つ
じ
の
花
の
山
と
な
れ
噴
く
汗
拭
ひ
苗
木
植
ゑ
ゆ
く

本
　
山
　
彦
　
司

・
亡
き
人
の
言
葉
聞
か
ん
と
待
つ
人
の
汗
砂
に
し
む
恐
山
の
大
祭

葛
　
西
　
脈
生
子

・
灯
火
親
し
め
く
る
ペ
ー
ジ
に
空
白
む

国
　
分
　
　
　
護

・
天

高

し

津

軽

平

野

の

小

昼

時

葛
　
西
　
深
生
子

俳　句 短　歌 国
際
料
理
教
室
２
０
０
３

　
和
食
は
も
ち
ろ
ん
美
味
し
い
で
す
。

　
で
も
、
ほ
か
の
国
の
料
理
も
食
べ
て
み
た

い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ

の
国
際
料
理
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
食

べ
た
こ
と
の
な
い
料
理
を
学
び
、
友
達
や
家

族
に
作
っ
て
あ
げ
れ
ば
き
っ
と
喜
び
ま
す
よ
。

〈
い
つ
〉

①
11
月
11
日（
火
）午
後
１
時
30
分
〜

②
11
月
13
日（
木
）午
後
６
時
〜

※
お
申
し
込
み
は
ど
ち
ら
か
１
回
の
み
と
な
り
ま
す
。

〈
ど
こ
で
〉
市
公
民
館
調
理
実
習
室

〈
参
加
費
〉
無
料

〈
申
込
締
切
〉
11
月
７
日
（
金
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
市
国
際
交
流
員
　
タ
ー
・
デ
イ
ビ
ッ
ト

�
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１
１
１
１
内
線
１
６
３

 hisho65@
city.m

utsu.aom
ori.jp

　
パ
ソ
コ
ン
の
初
心
者
に
、
個
別
に
講

師
の
方
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら
え

る
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
す
。

・
Ｉ
Ｔ
講
習
を
受
け
た
が
、
な
か
な
か

パ
ソ
コ
ン
に
ふ
れ
る
機
会
が
な
い
方

・
普
段
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
い
る
が
、

基
本
操
作
、
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な

ど
が
わ
か
ら
な
い
方

・
年
賀
状
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
っ
て

み
た
い

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
を

体
験
し
て
み
た
い
方

　
主
人
公
は
、
難
病
で
鼻
に
酸
素
ボ
ン

ベ
を
付
け
、
知
的
障
害
の
あ
る
『
も
も

り
き

子
』
と
双
子
の
兄
の
『
力
』。

　
２
人
を
と
り
ま
く
子
ど
も
同
士
の
交

流
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
問
題
や
命
の

尊
さ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
問
い

か
け
る
内
容
で
す
。

　
ご
家
族
、
お
友
達
を
誘
っ
て
、
ぜ
ひ
、

足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

む
つ
市
公
民
館
Ｉ
Ｔ
活
用
（
ア
ド
バ
イ
ス
）

講
習

〈
い
つ
〉

①
10
月
28
日（
火
）〜
31
日（
金
）

②
12
月
９
日（
火
）〜
12
日（
金
）

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

③
12
月
９
日（
火
）〜
12
日（
金
）

午
後
１
時
〜
４
時

④
10
月
28
日（
火
）〜
31
日（
金
）

午
後
６
時
〜
８
時

※
１
単
位
が
３
時
間
で
、
１
人
１
回
受
け
付

け
で
す
。

〈
ど
こ
で
〉
市
公
民
館
Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム

〈
受
講
資
格
〉

　
む
つ
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
初
心

者
の
方
。

〈
受
講
料
〉
無
料

〈
申
込
締
切
〉

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
公
民
館

�

24－

１
２
２
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11月１日～30日は
いきいきシルバー交通安全強調月間です！

【 運 動 の 重 点 】

①高齢者の交通安全に関する県民の意識啓発

②高齢者に対する交通安全教育の推進　　　

③高齢歩行者の交通事故防止　　　　　　　

反射材　夜道のあなたが　光ってる

〈詳しくは〉

市環境対策課交通対策係 �22-1111内線333

長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

『
も
も
子
　
〜
か
え
る
の
歌
が
き
こ
え
る
よ
〜
』

〈
い
つ
〉
11
月
24
日
（
休
）

①
午
後
２
時
〜
　
②
午
後
６
時
〜

〈
ど
こ
で
〉
下
北
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

〈
前
売
券
〉

・
大
　
人
…
１
千
円

・
子
ど
も
…
８
百
円（
４
才
〜
高
校
生
）

〈
詳
し
く
は
〉

『
も
も
子
　
〜
か
え
る
の
歌
が
き
こ
え
る
よ
〜
』実
行
委
員
会

小
川 

�
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３
５
６
５

防
波
堤
は

と
て
も
危
険
で
す

　
昨
今
の
釣
り
ブ
ー
ム
に
よ
り
、
漁
港

内
で
も
釣
り
を
楽
し
む
釣
り
人
の
姿
を

よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
ち
ょ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
防
波
堤
に
は
『
立
入
禁
止
』
の
看
板

が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
漁
港
内
の
防
波
堤
や
護
岸
は
と
て
も

危
険
な
場
所
で
、
毎
年
、
高
波
に
さ
ら

わ
れ
た
り
、
誤
っ
て
足
を
踏
み
外
し
て

転
落
し
、
尊
い
生
命
を
犠
牲
に
す
る

人
々
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
事
故
の
未
然
防
止
の
た
め
、
防
波
堤

等
に
は
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
水
産
課
漁
港
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
５
３
２
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【操舵室ってどんなところ？】

　当館の２階には、原子力船むつの『操舵室』を再現して

いるところがあります。本来、『操舵室』は、見張りがし

やすいように、船の建物の中で一番高い前の方にありまし

た。船長さんをはじめ、乗組員の人たちが交代しながら、

夜も昼も作業を行なっていました。ここでの作業は、様々

な装置を使用し、船の安全を維持すること、船の進む方向

である針路を保持すること、船のスピードや針路を変更し

たりすること等がありました。中でも一番大切なのは、闇

夜や悪天候など視界が悪い場合にはレーダーなどを駆使し、

周囲の見張りをしっかりとすることでした。

　現在、『操舵室』には、実際に使用されたレーダーや操

舵スタンド、衝突予防援助装置など数多く展示しており、

当時の様子をそのまま再現しています。展示している装置

は自由に触れることができますので、まるで船長さんに

なったような気分を味わえます。ご来館の際には、ぜひ一

度、『操舵室』へも足を運んでみてくださいね！

〈問い合わせ先〉

むつ科学技術館　　�25-2091
　　　　　　　　　  25-2092
� http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm

　
11
月
９
日
は
『
１
１
９
番
の
日
』。
そ

こ
で
、
む
つ
消
防
署
で
は
消
防
合
同
庁

舎
を
一
般
開
放
し
、
消
防
フ
ェ
ス
タ
を

開
催
し
ま
す
。
通
信
指
令
室
の
見
学
、
消

防
車
両
の
見
学
搭
乗
、
レ
ス
キ
ュ
ー
隊

に
よ
る
救
助
訓
練
展
示
、
そ
の
他
の
展

示
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
メ

ラ
を
持
参
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
消
防

服
を
着
て
記
念
撮
影
も
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
見
学
に
来
て
い
た
だ
き
、
消
防
に
対

す
る
ご
理
解
、
防
災
意
識
を
高
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
い
つ
〉
11
月
９
日
（
日
）

①
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

②
午
後
１
時
〜
４
時
　
　

〈
ど
こ
で
〉

下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防

本
部
・
む
つ
消
防
署
合
同
庁
舎

※
災
害
発
生
時
は
、
予
定
変
更
や
中
止
と
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
駐
車
場
は
用
意
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
消
防
署
警
防
係

�

22－
１
６
８
０
内
線
２
３
１

・
消
防
庁
舎
一
般
開
放

・
消
防
車
両
見
学
搭
乗

・
放
水
体
験

・
濃
煙
体
験

・
空
気
呼
吸
器
取
扱
体
験

・
消
防
服
を
試
着
し
て
の
記
念
撮
影

・
１
１
９
番
の
正
し
い
電
話
の
か
け
方

・
救
急
法
展
示

・
救
助
資
機
材
取
扱
訓
練
展
示

・
救
助
訓
練
展
示

①9:30～　②13:00～①10:30～

②14:30～

①11:00～

②15:00～

①11:30～

②15:30～

見
え
方
が
悪
く
て
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か

県
立
盲
学
校
入
学
者
募
集

〈
出
願
用
紙
交
付
〉

【
高
等
部
（
普
通
科
／
保
健
理
療
科
）、
専
攻
科
】

11
月
10
日（
月
）〜

平
成
16
年
１
月
19
日
（
月
）

〈
学
校
説
明
会
〉

平
成
16
年
１
月
16
日（
金
）

※
０
才
か
ら
成
人
ま
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

※
相
談
は
無
料
で
す

※
成
人
（
視
覚
に
障
害
の
あ
る
）
の
方
も
入
学
で
き
ま
す

〈
詳
し
く
は
〉

県
立
盲
学
校

�
０
１
７－

７
２
６－

２
２
３
９

消

防

フ

ェ

ス

タ
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10月１日現在　平均価格

<灯　　油>　☆ 1�ローリー価格

　　　　　　☆18�配達価格

<ＬＰガス >　☆ＬＰガス５ｍ3

　　　　　　☆ＬＰガス10ｍ3

<ガソリン>　☆レギュラー１�現金

　　　　　　☆軽油１�現金

今月平均

45円

862円

4,104円

6,579円

102円

82円

価格の幅

40～49

 720～ 970

3,990～4,250

6,405～6,615

 97～109

 78～ 89

前月平均

（45円）

（858円）

（4,104円）

（6,579円）

（103円）

（83円）

※ むつ市消費者の会モニター調べ

＝燃料価格ニュース＝
（税込）

料
　
　
理

�
釜
臥
荘
『
料
理
交
流
会
』

〈
い
つ
〉
11
月
12
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉 

県
立
釜
臥
荘

〈
ど
ん
な
〉

①
そ
ば
作
り

②
試
食
お
よ
び
意
見
交
換
会

〈
講
師
〉

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

〈
対
象
者
〉
む
つ
市
在
住
の
方

〈
定
員
〉
20
名
（
先
着
順
）

〈
参
加
費
〉
無
料

〈
申
込
方
法
〉

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

養
護
老
人
ホ
ー
ム『
釜
臥
荘
』

�

23－

４
５
１
４

�

元
気
で
長
生
き
料
理
教
室

　
美
味
し
く
て
滋
養
の
あ
る
お
米
を
食

べ
て
、
元
気
に
い
き
ま
し
ょ
う
！

〈
い
つ
〉
11
月
13
日
（
木
）

〈
ど
こ
で
〉
市
公
民
館
調
理
室

〈
準
備
す
る
も
の
〉
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
布

〈
定
員
〉
20
名
（
先
着
順
）

〈
参
加
費
〉
無
料

〈
申
込
締
切
〉
11
月
10
日
（
月
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
市
食
生
活
改
善
推
進
員
会

中
美 

�

29－

４
１
０
４

※
10
月
10
日
号
に
掲
載
し
た
『
男
性
の
た
め
の
料
理
教

室
』
は
『
元
気
で
長
生
き
料
理
教
室
』
の
誤
り
で
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

演
　
　
劇

第
13
回
青
森
県
民
文
化
祭
参
加
作
品

�

劇
団
未
来
半
島
公
演
『
ゴ
ジ
ラ
』

〈
い
つ
〉

11
月
８
日（
土
）

①
午
後
２
時
〜
　
②
午
後
７
時
〜

11
月
９
日（
日
）

③
午
後
２
時
〜
　
　
　
　
　
　
　

〈
ど
こ
で
〉
劇
団
未
来
半
島
ア
ト
リ
エ

〈
入
場
料
〉

・
大
人
…
…
…
…
前
売
券
・
１
千
円

・
高
校
生
以
下
…
前
売
券
・
５
百
円

（
当
日
券
は
＋
２
百
円
）

〈
詳
し
く
は
〉

劇
団
未
来
半
島
事
務
局（
丸
二
物
産
内
）

�

22－

２
０
４
８

　 

ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い 

　
�

不
用
品
登
録
活
用
銀
行

　
市
消
費
者
の
会
で
は
、
物
を
大
切

に
使
お
う
と
、
不
用
品
の
あ
っ
せ
ん

を
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
な
お
、
有
償
で
の
取
り

引
き
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
希
望
品
…
キ
ネ
と
ウ
ス
、
Ｆ
Ｆ
式
ス

ト
ー
ブ

・
不
用
品
…
ソ
フ
ァ
ー
ベ
ッ
ド
（
セ
ミ
ダ
ブ

ル
）
、
二
槽
式
洗
濯
機
、
室
内
用
灯
油
タ

ン
ク
（
90
�
）
、
小
型
ミ
シ
ン
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
、
三
段
式
室
内
物
干
し

〈
連
絡
先
〉

市
消
費
者
の
会
事
務
局（
市
商
工
観
光
課
内
）

�

22－

１
１
１
１
内
線
５
４
３

　
最
近
は
、
タ
バ
コ
を
吸
う
人
の
肩
身

が
狭
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
理
由

は
何
で
し
ょ
う
。

　
ど
う
し
て
た
ば
こ
が
問
題
に
な
る
の

か
、
そ
の
理
由
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い

た
ば
こ
の
害
は
こ
ん
な
に
あ
る
】

〈
た
ば
こ
の
３
大
有
害
物
質
〉

　
た
ば
こ
の
煙
に
は
、
200
種
類
の
有
害

物
質
と
、
40
種
類
以
上
の
発
ガ
ン
性
物

質
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
特
に
健
康
に
有
害
と

さ
れ
る
の
は
次
の
３
つ
で
す
。

・
ニ
コ
チ
ン
…
血
管
を
収
縮
さ
せ
、
血

圧
を
上
昇
さ
せ
ま
す
。
強
い
依
存

性
が
あ
り
ま
す

・
タ
ー
ル
…
多
く
の
発
ガ
ン
性
物
質

が
含
ま
れ
ま
す

・
一
酸
化
炭
素
…
体
内
の
酸
素
の
運

搬
を
邪
魔
す
る
た
め
、
全
身
が
常

に
酸
欠
状
態
に
な
り
動
脈
硬
化
が

進
み
や
す
く
な
り
ま
す

〈
た
ば
こ
は
全
身
の
が
ん
と
密
接
な
関
係

が
あ
り
ま
す
〉

　
た
ば
こ
の
害
と
い
え
ば
肺
が
ん
が

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
全
身
の

ほ
と
ん
ど
の
が
ん
の
発
生
に
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
口
腔
・
喉
頭
・
肺
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
だ
液
と
一
緒
に
飲

み
込
ん
だ
タ
ー
ル
が
触
れ
る
食
道
や

胃
、
有
害
物
質
を
分
解
・
排
せ
つ
す

る
肝
臓
・
す
い
臓
・
膀
胱
な
ど
に
も

影
響
し
ま
す
。

〈
生
活
習
慣
病
の
原
因
に
〉

・
心
臓
病
や
脳
卒
中
…
た
ば
こ
は
血

管
を
収
縮
さ
せ
た
り
、
悪
玉
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
し
た
り
す
る

た
め
、
動
脈
硬
化
を
促
進
し
、
心
筋

梗
塞
、
狭
心
症
、
脳
梗
塞
な
ど
の
原

因
と
な
り
ま
す

・
慢
性
気
管
支
炎
…
た
ば
こ
を
吸
い

続
け
る
こ
と
で
、
気
道
や
肺
を
常

に
刺
激
し
た
り
傷
つ
け
た
り
す
る

た
め
、
絶
え
ず
咳
や
痰
が
で
る
慢

性
気
管
支
炎
や
呼
吸
困
難
を
伴
う

肺
気
腫
を
引
き
起
こ
し
ま
す

・
そ
の
他
…
胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
・
歯

周
病
な
ど
の
発
症
や
悪
化
に
関

わ
っ
て
い
ま
す

※
次
回
は
『
受
動
喫
煙
』
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
健
康
推
進
課
保
健
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
４
４
２

『
た
ば
こ
』
に
つ
い
て
考
え
よ
う
①

平成16年度版県民手帳予約受付中！
　青森県統計協会出版の『平成16年度版県民手帳』は、手

帳としてはもちろん、各種データやむつ市の特別記事を掲

載し、内容充実です。カバーは緑と茶の２色。お好きな色を

ポケットにどうぞ！

〈 発 行 時 期 〉10月下旬（予定）

〈 価 　 　 　 格 〉500円（消費税込み）

〈 カ バ ー の 色 〉緑・茶

〈問合せ・申込先〉市企画課統計係 �22-1111内線213
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これからの予防接種日程
☆麻しん・風しん・三種混合

麻 し ん

風 し ん

三種混合

実 施 日

11月７日

11月７日

11月21日

対　象　児　

１才～７才６か月未満

１才～７才６か月未満

３か月～７才６か月未満

佐藤小児科 ･･･午後２時～午後５時

ちばクリニック･･ 午後２時～午後３時30分

菊池医院 ･････ 午後１時30分～午後２時30分

時 間

　時間は午後７時から午後10時までです。また、都合により当番医が変更

になることもありますので、受診前にはあらかじめご確認ください。

千 　 田 　 医 　 院 � 22-2639

小野胃腸科内科医院 � 22-4717

角 田 整 形 外 科 医院 � 22-7945

桝 　 田 　 医 　 院 � 24-2629

菊 　 池 　 医 　 院 � 24-1276

佐 藤 小 児 科 医 院 � 22-3828

北 　 村 　 医 　 院 � 22-2135

☆　２日（日）

☆　３日（祝）

☆　９日（日）

☆16日（日）

☆23日（日）

☆24日（祝）

☆30日（日）

11月 の 在 宅 当 番 医

健康教室・健康相談・健康診査

離乳食教室

対象児は、平成15年３月生まれおよび平成15年７月

生まれの乳児。場所は下北文化会館集会娯楽室。

11月26日（水）
10 :10～10 :20

赤ちゃん教室（皮膚科）

対象児は、生後４か月～９か月になるまでの乳児。

場所は下北文化会館集会娯楽室。

11月26日（水）
12:40～12:50

10か月児健康診査

対象児は、平成15年１月生まれの乳児。場所は下北

文化会館検査検診室。

11月28日（金）
12 :40～12 :50

１才６か月健康診査

対象児は平成14年４月生まれの幼児。場所は下北文

化会館検査検診室。

11月14日（金）
13 :00～13 :20

２才児歯科健康診査

対象児は平成13年５月生まれの幼児。場所は下北文

化会館検査検診室。

11月６日（木）
13 :00～13 :20

３才児健康診査

対象児は平成12年５月生まれの幼児。場所は下北文

化会館技術訓練室。

11月13日（木）
12 :00～12 :20

健康なんでも相談

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が健

康についてのご相談をお受けします。

11月の健康相談（高血圧症）

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が高血圧症につい

てのご相談をお受けします。予約制です。�22-1111内線443

毎週月曜日
13 :00～15 :00

毎週火～金曜日
13 :00～15 :00

11月 の 献 血 受 付 日 程
血液がたいへん不足しています。献血にご協力ください。

★　5日（水）
　　下北交通株式会社 10:30～ 11:30
　　マエダストア苫生店 13:00～ 16:30
★ 17日（月）
　　東北電力株式会社むつ営業所 10:30～ 12:00
　　マックスバリューむつ店 13:30～ 16:30
★ 18日（火）
　　青森県合同庁舎 9:30～ 11:30
　　特別養護老人ホームみちのく荘 13:00～ 14:30
　　むつ商工会議所 15:00～ 16:00

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
市
で
は
、
高
齢
者
の
発
病
予
防
や
重

症
化
防
止
を
目
的
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
の
個
別
接
種
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

　
接
種
希
望
の
方
は
、
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

・
65
才
以
上
の
方
（
接
種
日
当
日
に
65
才

に
達
し
て
い
る
方
）

・
60
〜
64
才
で
、
一
定
の
心
臓･

肝
臓

も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
、
ま
た

は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
機
能
に
障
害
の
あ
る
方
（
身

体
障
害
者
手
帳
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

〈
料
金
〉
１
千
円

※
生
活
保
護
法
に
よ
り
生
活
扶
助
を
受
け
て

い
る
方
は
無
料
で
す
。

〈
接
種
医
療
機
関
〉
市
内
医
療
機
関

※
一
部
実
施
で
き
な
い
医
療
機
関
も
あ
り
ま
す
。

〈
実
施
期
間
〉

11
月
１
日（
土
）〜
29
日（
土
）

〈
申
込
受
付
期
間
〉

11
月
14
日（
金
）ま
で

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
健
康
推
進
課
予
防
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
４
４
５



( 2 0 )

　去る９月24日（水）、むつ市内居住の100才到達者３名の方に、むつ市長より内閣総理大臣からの顕彰状と記念品、

青森県高齢者知事顕彰状が伝達されました。

（祝）100才、おめでとうございます！

　去る10月15日（水）、シルバー人材センターおよびシルバー友の会が『シルバーの日』を記念し、社会奉仕活動と

して空き缶拾いを行ないました。

まちをきれいに！『シルバーの日』

杉　山　キ　ク さん（十二林） 今　野　う　ん さん（松森町） 工　藤　辰　治 さん（金曲一）

( 2 0 )
　   『むつ市政だより』は再生紙を使用しております。
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